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（　　　）園だより　または　臨時（緊急）のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　現在、園内でインフルエンザが流行しています。インフルエンザウイルスは感染力が非常に強いため、感染拡大防止対策を徹底して行っています。
咳や37.5℃以上の発熱、下記の症状がある場合は、登園を控えてください。その場合はきょうだいも一緒にお休みいただきますようお願いします。
また、登園後に症状があれば自宅療養していただくことになりますので、保護者のみなさまにおかれましては、毎朝のお子さまの健康状態を注意深く観察していただき、いつもと違うときには、登園前にまずは連絡をお願いします。
＜　月　日の欠席者数＞　※明らかにインフルエンザ以外の欠席者を除く
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＜インフルエンザについて＞

◆潜伏期・・・１～２日

◆症状・・・発熱、咳、悪寒、倦怠感、頭痛、鼻づまり、のどの痛み、関節痛など

　注意）インフルエンザの予防接種をしていると、症状が軽い場合がある。

◆感染性期間（周囲にうつす可能性がある期間）・・・発病の１日前～発病後５日間

◆ウイルスの感染力が強いため、患者の咳やくしゃみから二次感染が拡大する。
◆毎年、積極的に予防接種を受けてください。
＜家庭内での二次感染防止のための対策＞

◆帰宅後、排泄後、汚物処理後、食事準備の前、食事前等、こまめに手洗いをしましょう。　

◆咳エチケットを心がけましょう。
　○咳やくしゃみが出るときはマスクを着用する。

　○マスクがない場合はティッシュペーパーやハンカチなどで口や鼻を覆う。

◆適宜、加湿器を使用する等して部屋が乾燥しないように（湿度50～60％）、定期的に部屋の換気をしてください。

◆インフルエンザウイルスは、手指を介した接触感染もみられます。ウイルスの付いたティッシュ、マスク、衣服や処理した人の手、触ったおもちゃやイス、ドアノブなどを介して周囲への二次感染が拡大する可能性もありますので、正しい手洗いの他、手に触れた所は1日2回程度ふき取り処理をしましょう。

◆症状があれば、医療機関にインフルエンザの可能性があることを事前連絡のうえ、受診をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○保育園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

重要！
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